　大気圧の大きさ

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

空気の力を体験し，その原因や大きさを調べよう
☆空気の力を使って空き缶をつぶそう
手順の図を書く
①　　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　　　③　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
☆空気の力の原因
◎空気の力（ふれあって働く力）の例

・風の力（摩擦の力）・・・・・・うちわなどで風を起こすと、物と空気がこすれ合いが起こり物が動く。

・空気が入ったボール（弾性の力）・・・・ボールの中の空気が押しつぶされると元に戻ろうとする。
◎空気の重力
空気に重さがあれば、空気にも重力がはたらき、空気中にいる物に「空気の重さ」がかかる。
教科書によると、空気には重さがあり、重力がはたらく。

☆大気圧

　　◎空気は、上空約10kmまで、空気が「積もって」いる。この分の空気の重力が、空気中の物に上下左右からはたらく。このとき、面積当たりにはたらく力を（　　　　　　　）という。

　　◎この大きさを「1気圧」と表し、詳しく調べると1気圧＝101300　N/m2＝101300Pa　＝　1013hPa　である。
1N/m2＝１Pa　（いちパスカル）　100Pa＝1hPa（いちヘクトパスカル）
◎「せんじゅうさんヘクトパスカル」と言ってもピンとこないが、1cm2（親指の爪の広さ）にどのくらい空気の重力がかかっているかを考えると、

1013hPa = 101300Pa = 101300N/m2
1N=100g重　を代入

101300×100g重/m2
＝10130000g重/m2
1m2＝（100cm）2＝10000cm2を代入
＝10130000g重/10000cm2
約分すると
＝1013g重/cm2
＝1.013kg重/cm2
＝約1kg重/cm2
☆1cm2（親指の爪の広さ）に約1kgの文鎮にはたらく重力と同じ力がかかっている。

◎空き缶の側面（直径6cm×3.14×高さ15cm）は約300cm2なので、300cm2分の空気の力は、
1kg重/cm2×300cm2
＝　　　　　　　kg重となる。この力で缶がつぶれたことになる。
